
 
 
周りの人とうまくいかなかったり、自分にストレスがかかったり、今この場面で言いた

いことがあったけど言えなかったり、思いもしない喧嘩になってしまったり、緊張したり、

そんな時、どうしていますか？我慢する？相手の主張ばかり聞いてはいませんか？ 
どんどん人間が嫌になったり、人間関係がうまくいかなくなってくるような気がします。 

もっと、友達を作りたいとか、働きたいとか、いろいろあると思います。 
何か流れが変わったり、問題が問題じゃなかったと気づいたり。そんな、お役にたつかも

しれません。お役に立たないかもしません。 
 
 
日時：７月１７日（木）～７月２１日（月・祝） 

場所：７月１７日のみ 安曇野市豊科公民館 大会議室（安曇野市豊科総合支所向かい） 

   住所／長野県安曇野市豊科 4289-1 TEL／0263-72-2158 

７月１８日～２１日 豊科交流学習センターきぼう 学習室（豊科近代美術館隣） 

住所／安曇野市豊科 5609-3 TEL／0263-71-4033 

参加費：5日間通し券／20.000円 他の券については、お問い合わせ下さい。 

定員：19名（定員になり次第締め切らせていただきます。） 

募集人数が多い時は、５日間通しで参加できる方を優先させていただきます。 

ファシリテーター：久野恵理さん（オフィス道具箱） 

お申込み方法： 

下記メールアドレスまたは FAX 番号へ、参加される方のお名前・住所・日中に連絡可能な

電話番号を記入し、送信して下さい。 

 

 

お問い合わせ：ＴＨＥ ＧＯＴＣＨＡＭＡＮＺ (ｎａｇａｎｏ ＩＰＳ事務局) 

Mail :gotchamanz.nagano@gmail.com 
FAX：0263-62-3684 
 
 

 
この催しは、安曇野市の「つながりひろがる地域づくり事業補助金」の助成を一部受け実施します。 
また、参加していただいた皆様には、このような催しについてのご案内をさせていただく予定です。 
 



ファシリテーター紹介 

現在アメリカに在住しながら WRAP（ラップ・Ｗｅｌｌｎｅｓｓ Ｒｅｃｏｖｅｒｙ Ａｃｔｉ

ｏｎ Ｐｌａｎ・元気回復行動プラン）や IPS（Intentional Peer Support・意図的なピアサポー

ト）を紹介している人物。日本で発売されているテキストの翻訳者でもあります。 
その人らしく、ありのままに過ごせる為の気付きや、問題思考を手放し他者と対等に交流する為の

ヒントを探っています。 
 

そもそも、IPS って何？ 

貴方が誰かに相談を持ちかけたとします。相手は親でしょうか。はたまた、信頼している友人や、

その道の専門家でしょうか？ 

「共感して聞いて欲しい！」という貴方の気持ちとは裏腹に、相手は何故か自分の話ばかりを始め、

挙句に『貴方もこうしたら良いじゃない。』と締めくくりました。 

貴方は、余り役に立ちそうもないアドバイスや、相手の経験話を聞いた疲労で更にぐったりしてし

まいました。 

こういった状況は「つながりが切れた対話」と言えます。 
IPS は、安易な問題解決を図りません。互いに一人の人間として、互いの経験や考えを道標に対話

を行っていきます。ここでの「ピア」は精神に障害を持つ者同士の対話を指しません。同じ人間同

士、互いに学び生活している者同士を指します。互いに責任を持ち、敬意を払いながらの対話を通

し安心感や希望、互いを尊重する「つながりがある対話」の習得を目指します。 
IPS の考案者はシェリー・ミード氏。日本でも、近年各地で研修会が盛んに行われています。 
 

会場地図（両会場とも、およそ移動時間は同じです。） 

最寄り駅＞大糸線・豊科駅から徒歩１５分程度。篠ノ井線・田沢駅からタクシーで１０分程度。 
最寄り IC＞安曇野インターより、自動車で５分程度。 
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